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研究成果の概要（和文）：全国に所在する中世荘園絵図の原本の調査、および高精細デジタル画像の分析によって、絵
図の正確な読解、描かれた場と現地の対応関係、制作と保存の過程について研究した。また調査・分析の結果をデータ
として蓄積するとともに、史料編纂所の他のデータベースと連携させて活用する仕組みについて研究した。研究成果は
、2016年より史料編纂所より刊行予定の『日本荘園絵図聚影』釈文編・中世（全３巻）で順次公開予定である

研究成果の概要（英文）：1)We investigated pictorial maps that were drawn at medieval Japan by observation 
of the originals and the high-definition digital images. And we have obtained correct understanding about 
items which are drawn on each pictorial map, geographical location of places drawn, and the process from 
which each pictorial map was produced and had been kept also. 2)We have accumulated the results of our 
analysis on information system of Historiographycal Institute(HI), and have constructed the system to 
utilize our data base by connecting to other data base owned by HI.
Research results above will be shown on “日本荘園絵図聚影　釈文編　中世” sequentially,which are 
expected to be published by HI.

研究分野： 日本史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
古代・中世荘園絵図に関する研究は、1970

年代に主要絵図を収めた大型図版集が登場

したことによって劇的発展をとげた。絵図集

刊行の嚆矢となったのは、西岡虎之助編『日

本荘園絵図集成』（東京堂出版、1977 年）で

あるが、東京大学史料編纂所(以下、史料編

纂所)では、西岡の仕事を継承発展させるた

めに、現存する 300 余点の絵図につき、大型

の図版を収めた『日本荘園絵図聚影』（以下、

『聚影』と記す）の刊行に着手し、約 15 年

を経て 2002 年に全７冊をもって完結した。

『聚影』の刊行の進捗とともに、荘園絵図に

関する論究が史料編纂所内外の研究者によ

って多数発表され、解釈をめぐって論争も活

発に交わされた。それにともない、編纂過程

で得られた諸情報（原本の観察所見・絵図中

の文字や事物の読解・関連史料および文献、

現地調査情報など）の公開・発信が要請され

るに至った。 

このような要請を受けて、史料編纂所にお

いては 2000 年度より基盤研究(B)「荘園絵図

史料のデジタル化と画像解析的研究」（代

表・黒田日出男、2000-2001 年度）を、2004

年度より基盤研究(A)「荘園絵図の史料学と

デジタル画像解析の発展的研究 」（代表・林

譲、2004-2007 年度）を得て、絵図調査・研

究そのものの深化を図ると同時に、『聚影』

に収められなかった諸情報について、表現や

発信の方法を探ってきた。その結果、学界の

要望に的確に応えるためには、『聚影』に続

く出版を継続すると同時に、あわせてデータ

ベース（以下、DB と記す）の形でデジタル情

報を提供することが最良であると判断した。

絵図原本の観察所見や釈文など紙媒体に適

するものは『日本荘園絵図聚影 釈文編』（以

下『釈文編』と記す）として刊行し、現地空

間に関わる調査情報や当該領域に関連する

史料・史跡・遺跡などについては史料編纂所

歴史情報処理システム（以下 SHIPS と記す）

にて発信し、両者を有機的に関係づけること

を目指したのである（『聚影』釈文編一古代

は 2007 年に刊行）。この方針は 2008 年度よ

り基盤研究(A)「画像解析とフィールドワー

クに基づく荘園絵図情報システムの構築 」

（代表・高橋敏子、2008-2011 年度、以下高

橋科研と記す）に引き継がれ、着実に成果を

積み重ねてきた。 

２．研究の目的 

本研究は、史料編纂所にて蓄積してきた古

代・中世荘園絵図に関する研究方法を継承・

発展させるとともに、その成果をより広く歴

史史料一般の分析に援用することをめざす

ものである。第一に、原本調査の方法論をよ

り精緻化し、絵図以外の画像史料研究へ応用

を推進する。第二に、荘園故地の現地調査方

法をより鍛え、絵図読解を深めるとともに、

調査情報を最新デジタル機器によって数値

情報化し、系統的に記録・保存する。第三に、

蓄積された調査情報の集約・公開方法を鍛え、

紙媒体と電子媒体の有機的な分業を実践す

る。あわせて地理情報を用いた荘園絵図研究

の進展を図り、さらに文書や記録とリンクさ

せることで、史料編纂所歴史情報処理システ

ム（SHIPS）上にて時間と空間を結ぶ試みを

実践する。第四に、調査情報のうち公開には

至らなかったデータ群について、組織的に維

持・保存を図り、後の検証・利活用に備える

体制を構築する。 

 
３．研究の方法 

(1)中世荘園絵図原本の調査については、西

日本地域を対象に調査を進める。あわせて荘

園絵図を分析する方法論を鍛え、隣接画像史

料の調査へと応用を図る。 

(2)代表的荘園絵図に関する現地調査につい

ては、『聚影』に収録予定の絵図の現地踏査、

および当該地域に所在する近世絵図や文献

史料の収集を行い、絵図表現についての理解

を深める。 

(3)デジタル情報による関連情報の発信につ



いては、「荘園絵図模本 DB」に原本情報を更

新・追加するとともに、史料編纂所「地理情

報蓄積システム」と有機的に結び付け、登録

された諸情報を参照表示できるよう設計す

る。また「蓄積システム」をより多くの

SHIPS-DB と連携させ、コンテンツの増強を図

ってゆく。 

(4)蒐集された諸情報の維持・保存という点

では、生成される情報の形式・性格を分類し、

サーバ上でいかに維持・保存するか検討する。

また規格外データの共有保存システムにむ

けて実践を進める。 

 
４．研究成果 

(1)中世荘園絵図原本の調査・観察 

研究期間内に実施した原本調査は下記のと

おりである。 

2012 年度：神奈川県鎌倉市鎌倉国宝館（同館

寄託円覚寺所蔵「円覚寺領尾張国富田庄絵

図」・同館寄託明月院所蔵「明月院古図」）、

京都府京都市京都府立総合資料館（同館所蔵

「摂津国垂水庄指図」）、京都府京都市醍醐寺

（同寺所蔵「笠取庄絵図」）、奈良県奈良市西

大寺（同寺所蔵「西大寺秋篠寺相論絵図」）、

兵庫県あわじ市護国寺（同寺所蔵「淡路賀集

八幡宮絵図」）、佐賀県県伊万里市親種寺（同

寺所蔵「親種寺絵図」） 

2013 年度：福岡県福岡市博物館（同館所蔵「聖

福寺古図」）、京都府綾部市資料館（同館寄託

「丹波安国寺絵図」）、広島県福山市吉備津神

社（同社所蔵「備後吉備津宮絵図」、神奈川

県鎌倉市浄光明寺（同寺所蔵「浄光明寺境内

絵図」）、神奈川県鎌倉市鎌倉国宝館（同館寄

託円覚寺所蔵「円覚寺境内絵図」・「尾張国富

田荘絵図」、同館寄託黄梅院所蔵「黄梅院古

図」・「円覚寺華厳塔図」） 

2014 年度：新潟県上越市居多神社（同神社所

蔵「居多神社四至絵図」）、京都府京都市京都

国立博物館（同館寄託天龍寺所蔵「嵯峨舎那

院領絵図」・「嵯峨亀山殿近辺屋敷地指図」・

「臨川寺領大井郷界畔絵図」・「山城国諸寺応

永鈞命絵図」、同館寄託高山寺所蔵「神護寺

領高雄山絵図」・「主殿寮領小野山与神護寺領

堺相論指図」・「高山寺絵図」、同館寄託松尾

大社所蔵「松尾社境内図」）、和歌山県湯浅町

施無畏寺（同寺所蔵「施無畏寺境内絵図」）。

2015 年度：大阪府大阪市住友倉庫（兵庫県尼

崎市大覚寺所蔵「摂津国長州御厨大覚寺絵

図」）、滋賀県彦根市滋賀大学経済学部附属史

料館（同館寄託滋賀県長浜市西浅井町菅浦区

所蔵「近江国菅浦与大浦下荘堺絵図」）、石川

県穴水町明泉寺（同寺所蔵「明泉寺境内絵

図」） 

上記の調査によって、個々の荘園絵図につい

て、下記の事項を解明することができた。 

① 描画線や文字の重なり具合や抹消の状況、

角筆の有無などの観察によって、それぞ

れの荘園絵図の制作の過程や制作の意図

を知ることができた。 

② 顕微鏡を用いた彩色の観察によって、彩

色の成分、退色の有無を解明し、本来の

色相を推定することができた。 

③ 料紙の折り方、折線や糊跡の状況の観察

によって、成立以来今日まで保存されて

きた状況の変遷を推定することができた。 

(2)荘園絵図に関する現地調査の重点的実践 

研究期間内に実施した現地調査は下記のと

おりである。 

石川県穴水町「明泉寺境内絵図」の現地およ

び関係史料の調査、京都府南丹市「丹波国吉

富庄絵図」の現地および関係する新出文書

「大谷村佐々木文書」伝来現地の調査、兵庫

県あわじ市「淡路国賀集八幡宮境内絵図」の

現地および関係史料の調査、鳥取県湯梨浜町

「伯耆国東郷荘下地中分絵図」の現地および

関係史料の調査、佐賀県伊万里市「親種寺絵

図」の現地調査 

上記のような中世荘園絵図に描かれた現地

の実地踏査を実施することによって、絵図に

描かれた社寺や道路などの存在を確認する

ことができた。また当該地域に残る近世絵図



や新たな中世史料を見つけることができた。 

(1)(2)の成果は、『日本荘園絵図聚影』釈文

編二・中世一（2016 年 4月刊行）に反映され

ている。続刊にも反映される予定である。 

(3)デジタル情報による関連情報の発信 

中世荘園絵図に描かれた地形や地点を、最新

のデジタル地理情報に置き換え、サーバ上に

蓄積することで、「史料編纂所所蔵荘園絵図

模本データベース」をはじめ、史料編纂所公

開のデータベース群からの参照・応答を実現

し、あわせて地図表示インターフェイスを開

発することで、ビジュアルな表示機能を付与

した。 

(4)蒐集された各種情報の組織的維持・保持 

調査を通じて蒐集した大型絵図史料の原

本情報について、史料編纂所が従前に蓄積し

ている古文書・古記録ほか多様な史料メタ情

報とともに利活用するために、汎用的なデー

タ構造の確立を実践し、あわせて統合運用を

めざしたシステム構築を推進した。 
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